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便の変異原性と便中金属量，喫煙習慣および食事摂取量との関連
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目的　本研究は大腸の粘膜細胞に対する変異原物質の曝露程度予測のための基礎データを得るこ

とを目的として，都市生活者を対象に便の変異原性を調べた。また，同時に行った便中金属

の測定および食事調査より得られた摂取食品や栄養成分と便の変異原性との関係についても

検討した。

方法　大阪市近郊の都市で実施した老人保健事業基本健康診査を受診した中高年男女199人が自

宅で採取した便を回収，凍結乾燥後，粉末にした。これから水可溶性成分を抽出し，その変

異原性をumu試験により測定した。金属量は原子吸光分析法により測定した。食事および

栄養摂取量調査は，採便前日の食事内容を献立名で記入させ，さらに，栄養士が確認した。

摂取栄養量の数値化は四訂食品標準成分表のほか，献立当たり栄養素含有量表，食品一回使

用量当たり栄養素含有量を用いて行った。

結果　便の変異原性は女子に比べて男子で高く，また，男子では40歳代で高く，50歳代以上で低

い傾向にあった。女子では年齢による違いはみられなかった。便中の金属含有量は多い順

に，カルシウム，カリウム，マグネシウム，ナトリウム，亜鉛，鉄，マンガン，銅であり，

便による金属排泄量はカルシウムの650 mg/日から銅の1.70 mg/日と金属により大きな違い

がみられた。便の金属含有量と変異原性の関係は，測定した8種類の金属のうち，亜鉛と鉄

がS9(＋)で正の相関関係を，また，ナトリウムが負の相関関係を示した。喫煙量と便の変

異原性の間に相関関係を予想させる結果が得られた。食事調査および栄養調査では，各食品

および栄養成分の摂取量と便の変異原性との間に相関関係を予想させる結果は得られなかっ

た。

結　論　人の便は多くの変異原物質・発がん物質を含んでおり，大腸粘膜に直接作用する便の変

異原性を調べることは重要である。しかしながら，試料収集が困難なことに加えて，日常生

活，環境条件，個人差など，多様な要因が存在するため，安定した結果を得ることが難し

い。便の変異原性と食習慣との関連を調べるためには，試料数を十分多くするとともに，生

活条件をそろえた者から試料を採取するなどの配慮が要求される。
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